
 

 

 

 

 

 
 

皆さまにご報告があります。このたび、日経ＢＰ 日本経済新聞出版 より、『60歳からは、声を磨きなさい』を出

版することになりました！約 10年振りとなる、3冊目の著書です。 

最近、“声”を出していますか？話さなくても生きていける時代。だからこそ、声を失っていく人が増えています。 

「声は人生後半の切り札」です。だから今回、単なる発声法ではなく、「人生後半を、もう一度前向きに生きるため

の声」をテーマに本を書きました。 

私は 17年間、声磨きの活動を続けてきました。その中で、確信していることがあります。それは、声には、人と

人をつなぐ力がある。ということです。例えば、「おはようございます」「ありがとう」「お元気ですか」たった一言

です。でも、その一言があるだけで、人との距離はぐっと近くなります。今は、人と話さなくても生きていける時代

です。買い物も。手続きも。連絡も。スマホ一つでできてしまいます。でも、便利になるほど、声を出す機会は減っ

ています。そして、声を出さなくなると、人は少しずつ社会との接点を失っていきます。だから私は、声を出す場を

つくりたいと思ってきました。 

スポーツを応援する。地域で仲間と集まる。みんなで笑う。声を掛け合う。そんな場づくりに取り組んできまし

た。すると不思議なことに、皆さん、どんどん表情が明るくなっていくんです。私は思います。人は、誰かとつなが

るために声を出し、声を出すから元気になる、と。 

本書の第 7章では、「人生後半は、声を選び直す」というテーマを書きました。声は、健康のためだけでなく、人

とのつながりであり、社会とのつながりです。人生後半こそ、声を磨いてほしい。そんな想いを込めて、この本を書

きました。 
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発売まで、ぜひ楽しみにしていてください！ 
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【健康声磨きオンラインサロン無料体験ご招待】加齢に伴って、声が出づらくなった、掠れやすくなった、滑舌が悪くなっ

たと気になっていらっしゃるなら、お気軽に声磨きを体験してみませんか？ お申込みはこちらから info@vcsucre.com  



 

 

 
 

 視覚障がいを持ちながら、声磨きインストラクターに合格された駒崎

広幸先生ブラインドサッカーの指導や競技を通じて培った経験から、「見

えない人にとって、第一印象は“声”」と語ります。相手の声から、 

表情・感情・体調・コミュニケーションへの姿勢まで感じ取るという駒崎

先生。“観る”ではなく、“感じる”。 

駒崎先生だからこそ語れる「声のチカラ」をぜひご覧ください！ 

＜駒崎 広幸 プロフィール＞ 

埼玉県さいたま市生まれ。日本ブラインドサッカー協会に所属し、ブライ

ンドサッカーの普及に取り組む。学校や企業で、競技特性を活かした授業や研修の講師を担当。競技では声による

情報伝達が重要なため、「伝わる声」の必要性を実感し、2021年から声磨きを実践。自身は視覚障がいがあり相手

の表情を見ることができないため、声を「第一印象」として捉え、声から相手の心理や状態を読み取ってた。これ

まで培ってきた独自の武器が「感察力」。観るではなく“感じる”力であり、この力を駆使して声を丁寧に捉えな

がら、声磨きの時間を進めていきます。 
 

見えないからこそ、「声」が第一印象になる 
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「読み聞かせボランティアのための声磨き講座」in 戸田市立中央図書館 

先日、戸田市立中央図書館にて読み聞かせボランティア養成講座の受講生の皆さまを対象に「読み聞かせボランテ

ィアのための声磨き講座」を担当いたしました。ご参加くださったのは、これから読み聞かせボランティアを始めた

い方、すでに長年活動されている方などです。講座の冒頭では、まずお一人ずつ「読み聞かせボランティアを始めよ

うと思ったきっかけ」と「声に関するお悩み」を伺いました。皆さまからは、「子どもたちに本の楽しさを伝えたい」

「子どもと本をつなぐお手伝いがしたい」「絵本の奥深さに魅力を感じた」「子どもたちの反応に感動した」といった、

読み聞かせへの温かな想いがたくさん寄せられました。一方で、声に関するお悩みも多く挙がりました。 

「声が小さいと言われる」「後ろまで声が届いているか不安」「長く読むと息が続かない」「声が枯れてしまう」 

「滑舌が気になる」「第一声が出にくい」「喉の衰えを感じる」「子どもたちを引きつける声や読み方を知りたい」 

実は、こうしたお悩みは読み聞かせをされる方にとても多く見られます。読み聞かせでは、ただ文字を読むだけでは

なく、声を通して物語の世界を届けます。子どもたちは、読み手の声の響き、間、 

温度、表情を通して、物語の世界に入っていきます。だからこそ、「声」は読み聞か 

せにおいて、とても大切な役割を持っています。講座では、まず「声は呼吸に音が 

乗って生まれるもの」であることをお伝えしました。声が小さい、通らない、息が 

続かない、声が枯れる、第一声が出にくい。これらのお悩みの多くは、実は「呼吸」 

と深く関係しています。そこで今回は、声磨きの基本となる呼吸・姿勢・発声につ 

いて、実際に身体を使いながら体験していただきました。参加者の皆さまには、 

呼吸を整えてから声を出すことで、声が前に進む感覚や、喉だけで頑張らずに声を 

届ける感覚を体験していただきました。読み聞かせの活動は、子どもたちの情操教育 

や読書への入口となる、非常に大切な地域活動です。その大切な活動を支えている 

のが、読み手の「声」です。声が子どもたち一人ひとりの耳に届くこと。声を通して、物語の世界が子どもたちの心

に届くこと。そのためにも、読み手自身が自分の声を整え、磨いていくことは、とても大切だと感じています。声は、

何歳からでも整えることができます。今回ご参加くださった皆さまが、これからもご自身の声を大切にしながら、戸

田市の子どもたちに素敵な物語の時間を届けてくださることを心より願っております。 
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